
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: ・「情報」というものについて、小学生なりにとことん考えることができた。東日本大震災やＨ１８年の豪雨　災害とつなげて災害情報を取り扱ったことは、自分ごととして考えるのに有効だった。・信濃毎日新聞のデーターベースは、学習材としての新聞記事を探すのに、とても便利だった。・学習材として、新聞記事を取り扱う時、提示の仕方や読ませ方など考える必要がある。教師の方で、読ませ　たいところに線を引いたり、読んであげてしまったりすると、新聞から情報を読み取る力につながらない。
	TextField2: ・新聞は、今必要な情報だけでなく、過去の情報（歴史・体験・教訓など）も得ることができる。・新聞は、残る情報が多いので便利　自分のペースで読むことができたり、何度か繰り返して読むことができ　て便利。・これからもあいまいな情報ではなく、もっと詳しく、もっと正確に情報を伝えてほしい。
	TextField2: ①現在、東日本大震災の情報をどう得ているのか出し合い、情報について関心をもち学習全体のめあてをもつ②テレビのニュース番組・新聞は、どのように作られているか調べる。③「テレビの情報は本当に信じていいのか。」「風評被害が起こるのは仕方ないか。」について話し合う。④ニュースや新聞の緊急放送や号外の情報は、どのように集めたり流したりしているのか、調べる。⑤岡谷市の平成１８年度に起きた豪雨災害・岡谷市の災害時の取り組みについて調べる。⑥岡谷市の危機管理室は、災害後、どのように変わったか⑦『わたし達は、この災害情報で、命を守ることはできるのか』について話し合う。⑧『突然、災害が起こった時には、市の災害情報だけでは、間に合わないのではないか』について話し合う。⑨『災害が起きた時、自分の命を守るために，自分はどう情報を使っていくか』一人ひとり考える。　【留意点】・単元の展開が、子どもの意識に沿うようにする。・話し合いで、子どもたちが、今まで調べてきた事実をもとにして話し合えるよう、事実認識の時間を充実させる。・岡谷市が、大変な災害を経験して、たくさんのことを学び、今の防災システムを苦労して作ってきたことの共感できるように支援する。
	TextField2: 社会『わたしたちのくらしと情報』２１時間
	TextField2: 我が国の情報産業や情報化の進展が、国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考えることができたか。
	TextField2: 我が国の情報産業や情報化の進展が、国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考えることができる。
	TextField2: わたしたちのくらしと情報
	TextField2: 社会　７３人（３クラス）
	TextField2: ５学年
	TextField2: 宮脇　史
	TextField2: 岡谷市立神明小学校
	TextField1: どう使う？わたしたちの生活にあふれる情報



